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第14回

新しく指定された
　　　　　文化財

今
回
、
３
月
９
日
付
け
で
新
た
に
４

件
の
文
化
財
が
市
指
定
と
な
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
曽
於
市
の
歴
史
を
語
る

う
え
で
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
こ
れ
で
市

指
定
文
化
財
は
92
件
と
な
り
ま
す
。
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末
吉
町
南
之
郷
大
路
の
薬
師
堂
内
に
、

室
町
時
代
作
と
さ
れ
る
薬
師
如
来
像
と

十
二
神
将
像（
10
体
現
存
）が
あ
り
ま
す
。

　

薬
師
如
来
は
、
病
を
治
す
仏
様
と
し

て
信
仰
さ
れ
、
十
二
神
将
は
薬
師
如
来

お
よ
び
こ
れ
を
信
仰
す
る
者
を
守
護
す

る
と
さ
れ
ま
す
。
薬
師
如
来
像
は
市
内

各
地
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
十
二
神
将
像

は
市
内
唯
一
で
す
。
こ
れ
ら
は
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くな
ど
の
受
難
を
乗
り
越
え
、
地
元
に

よ
り
守
り
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
地
域

の
歴
史
を
知
る
う
え
で
も
非
常
に
貴
重

な
文
化
財
で
す
。

　

大
隅
町
大
谷

の
投
谷
八
幡
宮

敷
地
内
に
あ
る

２
つ
の
巨
石
。

　

江
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編
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さ
れ
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史
跡 

投
谷
八
幡
宮
の
石
し
ゃ
く

體た
い

　

投
谷
八
幡
宮
敷
地
内
に
あ
る
、
胸
高

幹
周
り
6.5
㍍
、
樹
高
約
27
㍍
で
、
市
内

最
大
級
の
イ
チ
ョ
ウ
で
す
。
雌
株
で
樹

齢
４
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ
、
そ
の
乳ち
ち

根ね

や
樹
皮
は
見
事
で
す
。
現
在
も
樹
勢

は
旺
盛
で
秋
に
は
美
し
く
黄
葉
し
ま
す
。

　

当
宮
の
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
、

保
存
の
価
値
の
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
で
す
。

天
然
記
念
物 

投
谷
八
幡
宮
の
イ
チ
ョ
ウ

総
本
宮
で
あ
る
宇
佐
神
宮
の
奥
宮
で
あ

る
御お

許も
と

山や
ま

山
頂
の
よ
う
に
、
八
幡
三
神

の
磐い
わ

座く
ら

を
模
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

原
始
的
な
八
幡
信
仰
の
形
態
を
考
え
る

う
え
で
非
常
に
重
要
な
史
跡
で
す
。

史
跡 

瑞ず
い

川せ
ん

寺じ

跡あ
と

　

江
戸
時
代
、

末
吉
町
岩
﨑
宮

原
の
岩
之
上

霊
園
周
辺
に
瑞

川
寺
と
い
う
お

寺
が
あ
り
ま
し

各史跡の場所は
ホームページを
ご覧ください。

た
。
こ
の
お
寺
は
岩
川
八
幡
神
社
の
別べ
っ

当と
う

寺じ

（
神
社
を
管
理
す
る
た
め
の
寺
）

で
当
時
の
神
社
は
菱
田
川
を
挟
ん
だ
向

か
い
に
あ
り
ま
し
た
。

　

瑞
川
寺
跡
に
は
快か
い
宥ゆ
う
と
い
う
僧
の
墓
が

あ
り
、
こ
の
人
物
は
岩
川
八
幡
神
社
を
再

興
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代

の
八
幡
神
社
や
弥
五
郎
人
形
行
事
の
歴
史

を
考
え
る
う
え
で
も
貴
重
な
史
跡
で
す
。

会
』
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
３
つ
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
八
幡
信
仰
の


